
一
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の
大
き
な
世
界
を
形
作
る
脚
本
シ
リ
ー
ズ
ー
ー
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『
中
学
校
演
劇
脚
本
集
ふ
る
さ
と
ち

1
2つ森
の
子
ど
も
た
ち
』

田
代

卓
生
尽
・日
本
演
劇
著
書
常
任
委員

正
直
、
『
ふ
る
さ
と
』
は
傑
作
だ
と
思
う
。
私

は
、
斉
藤
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
上
演
を
関
東
大

会
と
、
全
国
中
学
校
総
合
文
化
祭
(
栃
木
大
会
)

と
の
二
回
、
見
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
二
回
と

も
最
後
の
方
に
な
る
と
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

年
間
で
五
十
本
以
上
の
中
学
校
演
劇
を
観
る
が
、

こ
れ
だ
け
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
劇
に
出
会
え
る

こ
と
は
滅
多
に
無
い
と
言
っ
て
良
い
。
こ
の
脚

本
は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
斉
藤
さ

ん
が

H

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

机
と
椅
子
を
並

べ
ら
れ
れ
ば
上
演
で
き
る
劇
μ

と
し
て
、
被
災

地
の
学
校
で
上
演
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
書
か

れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
に
関
連
し
て
生
ま
れ
た
、

被
災
地
で
の
奇
跡
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
は
「
あ

と
が
き
」
に
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生
み
出
す
力
を

持
っ
た
作
品
、
だ
と
思
う
。

さ
て
、
こ
の
脚
本
集
に
は
、
こ
の

と
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
最
新
作
の

『
ふ
る
さ

『
ず
っ
と

-

圃
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H

V
『
で
き
る
!
っ
か
え
る
1

こ
と
ぱ
遊
び
セ
レ
ク
・

田
シ
ョ
ン
』
向
井
吉
人
著

小
学
校
教
師
と
し
て
、

.

H

長
年
に
わ
た
り
こ
と
ば
遊
び
の
教
育
実
践
と
理

日

・
論
的
研
究
を
続
け
て
き
た
著
者
に
よ
る
、
実
践
的

圃

日
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
。
「I
こ
と
ば
が
見
つ
か
る
〈
ひ
H

-
ら
が
な
遊
び
)
」
「
H
文
が
生
ま
れ
る
〈
漢
字
遊
び
〉
」

園

1

「皿
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
る
〈
創
作
技
法
ご
は
、
す
ぐ

一一

配
で
さ
る
こ
と
ば
遊
び
を
具
体
的
に
紹
介
。
「
W
型

目

置
は
め
創
作
〈
こ
と
ば
遊
び
の
詩
の
授
業
〉
」
で
は
、
谷
I

H

川
俊
太
郎
作
品
な
ど
を
取
り
上
げ
た
詩
の
授
業

白

圃
の
実
践
を
紹
介
。
「
V
も
っ
と
楽
し
く
〈こ
と
ば
遊

-

H

び
の
カ
ル
タ
と
本
ご
は
、
こ
と
ば
遊
び
に
関
す
る

日

圃
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。
実
践
に
裏
づ
け
ら
れ
た
、
楽
し

-

H

く
活
用
し
や
す
い

一
冊
だ
。

(
B
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判

一
一
二
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・
ペ
ー
ジ、

一
六
O
O
円
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税
、
太
郎
次
郎
社
エ

圃

・J

ア
ィ
タ
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H

V
『
国
際
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
』
原
因
広
・

圃
美
著

「
現
代
の
ダ
ン
ス
」
を
表
す
「
コ
ン
テ
ン
ポ

-

H

ラ
リ
l
・ダ
ン
ス
」
の
広
が
り
を
示
す
本
書
に
は
、

日

・
舞
踊
の
歴
史
と
現
在
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い

・
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そ
ば
に
い
る
よ
』
ま
で
、
七
作
品
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
彼
の
定
評
の
あ
る
作
品

で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
に
絡
ん
だ
作
品
で
あ
る

『
夏
休
み
』
と
『
青
空
』
の
「
戦
後
七
十
年
改
訂

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
(
『
青
空
』
は
『
私
の
青
空
』
に

改
名
)
も
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
作

品
は
ど
ち
ら
も
戦
争
か
ら
何
年
た
っ
て
い
る
か

で
登
場
人
物
の
年
齢
そ
の
他
、
微
妙
な
問
題
が

出
て
く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
作
品
を
上
演

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
は
飛
び
つ
い
て
で
も

欲
し
く
な
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
他
、
『
ア
ト

ム
』
『
出
阻
む
宮
、
回
目
円
吾
島
知
可
』
『
赤
と
青
の
レ
ク

イ
エ
ム
』
が
納
め
ら
れ
て
、
全
七
作
品
と
な
っ

て
い
る
。

乙
の
脚
本
集
で
、
斉
藤
俊
雄
作
品
集
は
、
-

巻
の
『
夏
休
み
』
、

2
巻
の
『
七
つ
森
』
と
、
数

え
て

3
巻
目
に
な
っ
た
。
彼
の
作
品
の
特
徴
の

一
つ
に
、
こ
の
3
巻
の
作
品
が
壮
大
な
世
界
を

形
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
る
で

ワ
l
グ
ナ

l
の
楽
劇
『
ニ

l
ベ
ル
ン
グ
の
指

輪
』
四
部
作
の
音
楽
全
体
が
互
い
に
関
連
し

合
っ
た
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ

l
フ
に
よ
っ
て
壮
大
な

世
界
を
形
作
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
3
巻
に

収
め
ら
れ
た
劇
の
場
所
、
登
場
人
物
、
で
き
ご

IOOK. 

と
は
「
七
つ
森
」
と
い
う
森
の
あ
る
一
つ
の
ま

ち
の
中
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に

共
通
し
た
背
景
が
存
在
し
、
一
つ
の
壮
大
な
世

界
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
評

価
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
試
み
が
日
本
の
中
学
校
で
前
代
未

聞
の
こ
と
な
の
は
間
違
い
が
な
い
。

彼
の
よ
う
に
一
人
で
中
学
校
の
演
劇
脚
本
集

を
三
冊
も
発
行
し
た
人
は
、
そ
れ
も
一
般
書
庖

で
売
ら
れ
る
本
を
出
し
た
人
は
今
ま
で
に
い
な

か
っ
た
。
か
つ
て
は
、
日
本
演
劇
教
育
連
盟
脚

本
募
集
の
特
選
を
受
賞
し
た
『
降
る
よ
う
な
星

空
』
を
は
じ
め
、
単
独
公
演
用
の
長
い
作
品
を

書
い
て
い
た
が
、
次
第
に
一
般
の
中
学
校
演
劇

発
表
会
で
演
じ
ら
れ
る
長
さ
の
も
の
を
書
く
よ

う
に
な
り
、
毎
年
、
数
多
く
の
中
学
校
に
よ
り

上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
学
校
で
上
演
す
る
た
め
の
充
実
し
た
脚
本

を
書
く
作
家
は
決
し
て
多
く
な
い
。
斉
藤
さ
ん

が
そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
る
よ
う
に

な
っ
て
も
う
か
な
り
長
く
な
っ
て
き
た
が
、
さ

ら
に
今
後
も
、
心
に
響
く
親
し
み
ゃ
す
い
中
学

校
演
劇
脚
本
を
作
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
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副
題
は
「
新
し
い
〈
身
体
と
舞
踊
@
の
歴
史
」
。
二
川

日
部
構
成
の
第
1
部
は
歴
史
編
〈
「
バ
レ
エ
」
の
誕
生
白

・
か
ら
、
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
l
・
ダ
ン
ス
」
の
時
代
-

H

ま
で
〉
と
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
、
モ
ダ
ン
・
日

・
ダ
ン
ス
の
成
立
か
ら
今
日
ま
で
の
舞
踊
の
歴
史
-

H

を
解
説
。
第
2
部
(
欧
州
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
l
・
H

E

ダ
ン
ス
」
へ
の
〈
旅
〉
〉
で
は
自
ら
が
取
材
し
た
海
園

日
外
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
舞
台
を
詳
細
目

白
に
報
告
。
現
代
の
舞
踊
創
造
、
身
体
の
と
ら
え
方
・

圃
の
多
様
な
広
が
り
を
分
析
す
る
。

(
A
5
判
四
二
回

日
0
ペ
ー
ジ
、
四
八
O
O
円
+
税
、
現
代
書
館
)

E

-

V
『
学
校
教
育
と
学
習
の
心
理
学
』
秋
田
喜
代
美
-
-

H

坂
元
篤
史
著
授
業
や
教
育
活
動
場
面
に
お
け
る
日

・
学
習
心
理
学
を
初
め
て
学
ぶ
人
に
と
っ
て
格
好
-

H

の
一
冊
。
入
門
書
で
あ
り
な
が
ら
、
最
新
の
研
究
H

・
成
果
を
現
場
に
即
し
た
形
で
具
体
的
に
分
か
り
-

E

や
す
く
解
い
て
い
る
。
リ
ヴ
ォ
イ
シ
ン
グ
や
ア
プ
目

配
ロ
プ
リ
エ
l
シ
ヨ
ン
な
ど
学
習
心
理
学
で
使
わ
配

圃
れ
る
用
語
の
解
説
書
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
.

H
(
A
6
判
二
四
六
ペ
ー
ジ
二
一
七
O
O円
+
税
、
岩

H

-

波

書

庖

)

・

H

V
『
映
画
女
優
吉
永
小
百
合
』
大
下
英
治
著
古
川

・
希
を
過
ぎ
て
も
、
な
お
青
春
映
画
の
ヒ
ロ
イ
ン
さ
目

白
な
が
ら
の
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
つ
女
優
吉
永
小
-

H

百
合
。
今
も
女
優
業
の
ほ
か
、
映
画
の
プ
ロ
日

・
デ
ュ

l
サ
l
や
原
爆
誇
の
朗
読
な
ど
の
活
動
に
圃

日
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
活
力
の
源
は
日

・
何
か
・
彼
女
が
出
演
し
た
映
画
作
品
を
丁
寧
に
た
・

川
ど
り
な
が
ら
、
そ
の
秘
密
に
迫
る
。
(
四
六
判
三
四

ι

町
五
ペ
ー
ジ
二
七
O
O円
+
税
、
朝
日
新
聞
出
版
)ι
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